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２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１２年（平成２４年）１０月１日号　②

岩手県立高田高等学校教員住宅（高田地区）

ふるさとハローワーク

大工左官親交会館

大船渡警察署高田交番庁舎宿舎

消防署

気仙川土地改良区

勤労青少年ホーム

岩手県立高田高等学校校舎

岩手県立高田高等学校教員住宅（長砂地区）

岩手県立高田病院

岩手県立高田病院合同公舎

岩手県立高田松原野外活動センター

市民体育館

中央公民館

博物館

旧給食センター

市立図書館

海洋センター

海と貝のミュージアム

広田診療所

広田診療所医師住宅

広田公民館

広田湾漁協本所

広田中学校校舎および体育館

岩手県立高田高等学校広田校舎

岩手県立高田高等学校広田教員住宅

キャピタルホテル

馬場前特定公共賃貸住宅

ふれあいセンター

気仙公民館

気仙小学校校舎および体育館

気仙中学校校舎および体育館

広田湾漁協気仙支所 

小友中学校校舎および体育館

松原地内　各トイレおよび売店

各地区消防屯所

竹駒水源池

大船渡市農業協同組合

マイヤ

市民会館

下宿定住促進住宅

総合営農指導センター

南部園芸試験場

市役所庁舎

H２４.　９.　６ H２４.　６.２８～ H２４.　８.２４

H２４.　９.　５～ H２４.１０.２９

H２４.　９.　５～ H２４.１０.２９

H２４.　９.１２～ H２５.　１.１０

H２４.　９.１２～ H２４.１２.　５

H２４.　９.１２～ H２４.１２.　５

H２４.　９.１２～ H２４.１２.　５

H２４.　８.３１

H２４.　８.３１

H２４.　９.　６

H２４.　９.　６

H２４.　９.　６

H２４.　９.　６

H２４.　９.　６

H２４.１０上旬

H２４.１０上旬

H２４.１０上旬

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

工　　　期入　札　日施　　設　　名№

４４　施設１７件

H２４.１０上旬

H２４.１０上旬

H２４.１０上旬

H２４.１０下旬

H２４.１０下旬

H２４.１２下旬

H２４.　９.１２～ H２４.１１.　５

　津波で全壊した公共施設の解体を、下表の日程で行います。解体作業中は、危険ですので付近に近づ

かないよう、ご協力をお願いします。

　詳しくは、市民環境課環境安全係 ( 内線１３４) まで。

公共施設解体業務スケジュール
（平成２４年９月１４日現在）



③

○埋蔵文化財の確認を

　市内には約３００カ所の遺跡（周知の埋蔵文化財）

があります。埋蔵文化財は、地域の歴史や文化を知る

上で大変貴重なもので、失われると二度と元には戻す

ことができません。そのため、文化財保護法によって

大切に保護されています。

　開発事業（宅地造成・住宅建築・道路工事・水道工

事など）を行う際には、事前にその計画区域が遺跡の

範囲内であるかどうかの確認が必要になります。

　計画予定地内が遺跡の範囲内と確認された場合、文

化財保護法により「埋蔵文化財発掘の届出」の提出が

義務付けられています。届け出をしなかったために、

工事を中断するなどのトラブルの原因にもなりますの

で、計画段階での埋蔵文化財の確認をお願いします。

○埋蔵文化財とは…

　埋蔵文化財は、「土地に埋蔵されている文化財」のこ

とです。地中に埋まっている土器や石器などの祖先が

使っていた物や、生活していた集落の跡や貝塚、城跡

などを埋蔵文化財と呼んでいます。また、埋蔵文化財

が埋まっている場所は「埋蔵文化財包蔵地」と呼ばれ、

通常は「○○遺跡」と表されています。

　埋蔵文化財は、その地域に住んでいた昔の人々の生

活の様子を正確に認識する貴重な財産です。埋蔵文化

財を保護・活用し、わたしたちの子どもたちに大切に

受け継いでいかなければなりません。

○埋蔵文化財包蔵地（遺跡）を確認する場合には

　開発事業（宅地造成・住宅建築・道路工事・水道工事など）予定地の位置、範囲、地番が分かる図面

を持参のうえ、生涯学習課に照会してください。

　埋蔵文化財担当者が、不在の場合には図面を預かり、後日、電話などで回答します。

　また、ファクスでの照会も可能です。埋蔵文化財の有無の確認であることを明記し、図面をつけて送

信してください。後日、ファクスまたは電話で回答します。

　文書による回答を希望する場合には、照会時にその旨を伝えてください。

　回答に先立ち、担当者による現地確認が必要になる場合がありますので、ご協力をお願いします。

○埋蔵文化財包蔵地内での開発行為について

　貝塚や城跡などの遺跡の範囲内で、開発行為を行う際には、文化財保護法第９３条の規定により、工

事着手の６０日前までに「埋蔵文化財発掘の届け出」の提出が義務付けられています。

　「埋蔵文化財発掘の届け出」の書類は、生涯学習課に用意しています。必要箇所を記名・押印し、必要

書類を添えて提出願います。

　なお、事前に発掘調査が必要な場合には、スケジュール、費用、調査方法などについて早期の協議が

必要になります。

　詳しくは、生涯学習課（内線２６１）まで。

堂の前貝塚（米崎町）

発掘調査を実施中

新たに宅地の造成などを考えている皆さんへ

開発を行う際は埋蔵文化財の確認を開発を行う際は埋蔵文化財の確認を



２０１２年（平成２４年）１０月１日号　④

　インフルエンザの流行に備えるため、子どもや高齢者を対象にインフルエンザ予防接種費の助成を行

います。なお、子どもの予防接種は、ユニセフ協会のご支援により実施するものです。

対　象　年　齢

対　　象 子　　ど　　も

県立大船渡病院、県立高田病院、県立住
田地域診療センター、鵜浦医院、鳥羽医院、
岩手県医師会高田診療所（高田第一中学
校脇）水・木・土のみ、広田診療所、二
又診療所、松原クリニック（中学生以上）
その他の気仙医師会加入医療機関
※接種希望者は、直接各医療機関に予約
をしてください。

高　　齢　　者

県立大船渡病院、県立高田病院、県立住
田地域診療センター、鵜浦医院、鳥羽医院、
広田診療所、二又診療所、松原クリニック、
その他の気仙医師会加入医療機関
※接種希望者は、直接各医療機関に予約
をしてください。

満６カ月以上中学３年生までの人 ①満６５歳以上の方（接種時に６５歳に
達した人）
②６０歳～６４歳で一定の心臓、腎臓も
しくは、呼吸器の機能、免疫機能障害を
有する人（身体障害者手帳１級程度）

平成２４年１０月１日～平成２５年１月３１日 平成２４年１０月１日～１２月３１日

１回につき２, ０００円以内（医療機関の
窓口で、接種費用の額から助成額を引い
た金額を支払うことになります）

１人につき１, ５００円以内（医療機関
の窓口で、接種費用の額から助成額を引
いた金額を支払うことになります）

健康推進課保健係（内線２４２）

接 種 医 療 機 関

助　成　期　間

予防接種助成額

連　　絡　　先

子どもやお年寄りが対象です

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側で診療所を開設しています。１０月の診療日程は下表のと

おりです。

※１．７月から新たに子どもの精神的なサポートを目的として、県内外の専門医による「子どもの心のケ

　　ア」の診療科を開設しています。原則事前予約制になりますので、当診療所に問い合わせください。

※２．１０月からインフルエンザ予防接種を行います。実施曜日は、内科医、小児科医が勤務する水曜、

　　木曜、土曜日になります。

※３．診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

　　詳しくは、高田診療所（☎５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 １０月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

１０月　６日（土）

１０月　７日（日）

１０月　８日（月）

１０月１０日（水）

１０月１１日（木）

１０月１３日（土）

１０月１４日（日）

１０月１７日（水）

１０月１８日（木）

１０月２０日（土）

１０月２１日（日）

１０月２４日（水）

１０月２５日（木）

１０月２７日（土）

１０月２８日（日）

１０月３１日（水）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系

泌尿器科、皮膚科（要予約）

内科系、小児科、泌尿器科

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科、泌尿器科、子どもの心、皮膚科（要予約）

内科系、外科系、泌尿器科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

小児科、子どもの心、皮膚科（要予約）

内科系、小児科、泌尿器科

内科系、小児科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科、子どもの心、皮膚科（要予約）

インフルエンザ予防接種費助成のお知らせインフルエンザ予防接種費助成のお知らせ



⑤

実　施　日 受　付　時　間 地　区　名 会　　　　場

１０月１１日（木）

１０月１２日（金）

　９：１０～　９：２０
　９：４０～　９：５０
１０：２０～１０：２５
１０：４０～１０：４５
１１：００～１１：０５
１１：３０～１１：４０
　９：１０～　９：２０
　９：４０～　９：５０
１０：１０～１０：２５
１０：４５～１１：０５

横田町
竹駒町
矢作町（生出）
矢作町（二又）
矢作町（下矢作）
気仙町
広田町
小友町
米崎町
高田町

横田コミセン（駐車場）
竹駒コミセン（駐車場）
生出コミセン（駐車場）
旧矢作町財産区（駐車場）
下矢作コミセン（駐車場）
長部コミセン（駐車場）
（旧）広田コミセン（駐車場）
小友コミセン（駐車場）
上浜田構造改善センター（駐車場）
大石公民館（第一中西側）（駐車場）

　犬の登録と狂犬病予防注射を下記により実施しますので、都合のよい会場にお越しください。

　東日本大震災により被災した後期高齢者医療制度の被保険者は、現在、医療保険者が発行した「一部

負担金等免除証明書」（以下「免除証明書」）を医療機関などに提示することにより支払いが免除されて

います。

　この免除の措置が、平成２５年３月３１日まで延長されることになりました。

　現在使用している免除証明書は、平成２４年９月３０日で無効となり、１０月１日以降は新しく交付

される免除証明書を医療機関に提示することになりますので、ご注意願います。

　なお、９月７日までに後期高齢者医療制度の免除証明書が発行されていた人には、９月中に新しい免

除証明書を郵送していますが、届いていない場合には健康推進課に連絡してください。

▽変更になる点

・一部負担金等の免除の終期

　平成２４年９月３０日　→　平成２５年３月３１日

▽医療費の負担が免除になる人

　震災を原因として次の①から⑥までのいずれかに該当する人

　①住家が全半壊、全半焼またはこれに準ずる被災をした人

　②主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った人

　③主たる生計維持者が行方不明である人

　④主たる生計維持者が業務を廃止または休止した人

　⑤主たる生計維持者が失職し、現在収入がない人

　⑥福島第一原発周辺の居住者で、政府の避難指示などの対象である人

　詳しくは、健康推進課国保係（内線１４０、１４１）まで。

▽注射の費用　３, １００円（内訳：注射料金２, ５５０円、注射済票交付手数料５５０円）

※１．狂犬病予防注射は、動物病院でも受けられます。希望する人は、動物病院に直接、申し込んでください。

　　（熊谷獣医科医院　０９０－２０２０－４４３４、菅原動物病院　０９０－３９８４－９７２６）

※２．市外の動物病院で受けたときは、獣医師発行の証明書とはがきを持参し、注射済票の交付を市民

　　環境課で申請することになります（手数料５５０円）。

▽新規登録手数料　３, ０００円

※上記の期間以外は、市民環境課で登録を受け付けています。

◎犬が転出したとき、または犬を譲渡したとき⇒（新しい）所有者の住所地で登録変更届を提出してく

ださい。

◎犬が死亡したとき⇒死亡届を提出してください。（電話でも可）

※散歩中などの犬のふんは飼い主が責任を持って処理してください

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３５）まで。

平成２４年度（秋）

後期高齢者医療制度

犬の登録および狂犬病予防注射を実施

被災した人の医療費免除措置 平成２５年３月３１日まで延長被災した人の医療費免除措置



２０１２年（平成２４年）１０月１日号　⑥

▽公募部門および作品規格

▽出品点数　１人１部門につき２点以内

▽出品料　１人１部門につき１, ５００円

▽展示期間　１１月１０日（土）午前９時～午後５時、１１日（日）午前９時～午後２時

▽展示会場　市役所４号棟３階会議室

▽申込期限　１０月２６日（金）までに、市芸術文化協会事務局に出品票と出品料を持参し申し込んで

　　　　　ください。

▽搬入　１１月９日（金）午後１時～２時までに会場に搬入する。

▽搬出　１１月１１日（日）午後２時以降

　詳しくは、市芸術文化協会（生涯学習課内、内線２６３）まで。

　

今
月
号
か
ら
六
回
に
わ
た
り
、

障
が
い
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
、

フ
ク
シ
ア
の
花
言
葉
《
温
か
い
心
》

を
こ
め
て
お
届
け
し
ま
す
。
第
一

回
の
テ
ー
マ
は
、「
障
害
者
虐
待

防
止
法
」
に
つ
い
て
で
す
。

○
障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は

　

正
式
に
は
「
障
害
者
虐
待
の
防

止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
と
い
い

ま
す
。
虐
待
は
、
人
間
の
尊
厳
を

害
し
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会

参
加
を
妨
げ
る
も
の
で
す
。

　

虐
待
を
防
ぎ
、
養
護
に
悩
ん
で

い
る
家
族
を
支
援
す
る
た
め
に
十

月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

○
虐
待
の
定
義

・
家
族
に
よ
る
虐
待

・
福
祉
施
設
職
員
な
ど
に
よ
る　

　

虐
待

・
雇
用
主
な
ど
に
よ
る
虐
待

と
、
法
で
は
定
義
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
『
何
人
も
、
障
が
い

者
に
対
し
、
虐
待
を
し
て
は
な
ら

な
い
』
と
し
て
い
ま
す
。

○
虐
待
の
種
類

・
身
体
的
：
暴
行
や
不
適
切
な
拘

　

束
な
ど

・
性
的
：
わ
い
せ
つ
行
為
の
強
要

　

や
わ
い
せ
つ
な
話
を
し
た
り
映

　

像
を
見
せ
る
な
ど

・
心
理
的
：
暴
言
、
無
視
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト
：
世
話
や
介
護
の

　

放
棄
・
放
任
な
ど

・
経
済
的
：
生
活
費
や
小
遣
い
を

　

渡
さ
な
い
、
給
与
の
未
払
い
な

　

ど

　

こ
れ
ら
が
、
重
な
っ
て
い
る
場

合
や
、
当
事
者
に
自
覚
が
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
人

　

身
体
、
知
的
、
精
神
に
障
が
い

を
持
ち
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
送
る
こ
と
に
制
限
が
あ
る
人

（
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

早
め
の
対
応
や
支
援
が
、
虐
待

を
受
け
て
い
る
障
が
い
者
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
抱
え
て
い
る
問
題

の
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
も

し
か
し
て
…
」
と
思
っ
た
ら
、
次

の
窓
口
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

絵画部門

部　門 種　　　　　別 作　品　規　格

・洋画（油彩、水彩、アクリル、鉛筆など、   
デッサン、ドローイング）

１５０号以内で展示可能な額装などの装備を
付けること

彫刻部門

工芸部門

写真部門

書部門

・版画（版種自由 )

高さ２ｍ以内、重さ５０kｇ以内で展示可能な
装備を付けること

・日本画（顔彩、岩彩、水墨、墨彩など）

・彫造、朔造、築造などの立体、半立体
など

・ハンドクラフト（木、竹、金属、石、土、
紙、皮、漆など）

・手芸（染色、パッチワーク、刺子、刺
しゅう、はり絵、切り絵、ちぎり絵など）

・陶芸

・フィルム、デジタル、カラー、白黒問
わず

・自由

・平面２ｍ以内で展示可能な装備を付けること
・立体・高さ２ｍ以内で展示可能な装備を付け
ること

・４ツ切以上（デジタルの場合 A ４以上）
・組写真可
・展示可能な状態 ( パネル ) とし、裏に題名、
住所、氏名、電話番号を記入する
・ガラス額可

・縦８尺、横６尺以内 ( 縦６尺を超えるものは
額装に限る ) で表装し釈文を付すること

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

内
線
２
３
１
ま
た
は
２
３
２

連　載　①

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

✿
✿

✿

第２６回気仙芸術祭美術展作品を公募



⑦

　ハローワークでは、下表のとおり就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催します。

　この相談会での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。雇用保

険受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします。

▽相談内容　就職相談、情報提供、雇用保険失業給付手続方法、または職業訓練受講給付金を受給

しながらの職業訓練の案内など。

　詳しくは、ハローワーク大船渡就職支援ナビゲーター（☎２７－４１６５）まで。

１０月の就職支援相談会

陸前高田市全域 ９, ６００円

地　　域 平　均　額 最　高　額 最　低　額 データ数

１０, ８００円 ８, ４００円 １１

▽畑の部（１０ａあたり）

　農地法の改正により、従来の標準小作料制度が廃止され、今後は地域における賃借料の目安となるよう、

農業委員会が実勢の農地賃借料情報を提供することになりました。

　平成２３年６月から平成２４年３月までに締結された賃借料における賃借料水準（１０アールあたり）

は、次のとおりです。

▽田（水稲）の部（１０ａあたり）

　市教育委員会では、学校・家庭・地域が一体となり、地域ぐるみで子

どもを育てることの必要性と地域の絆づくり・地域づくりにつながる取

り組みについて、理解を深めるため下記により講演会を開催します。

　聴講を希望する人は生涯学習課（内線２５４）まで申し込みください。

▽日時　１０月１１日（木）午後６時３０分～午後８時３０分

▽場所　市役所４号棟３階第６会議室

▽講師　青森中央学院大学経営法学部　教授　高　橋　　興 氏 ( 写真）

（注）この賃借料情報は実勢の集計値で拘束力はありません。実際に契約する際は、当事者間で十分に協

　　議をしたうえで決定してください。

　詳しくは、農業委員会事務局（内線４１１）まで。

■講師紹介　１９４６年秋田県に生まれる。青森県立高校長、同県教育庁生涯学習課長、同庁参事、

同県総合社会教育センター所長などを歴任して現職。現在、文部科学省中央教育審議会生涯学習分科

会委員、同省社会教育アドバイザーなどを務める。

教育関係の主な著書に「学校と地域でつくる学びの未来」、「地域社会・家庭と結ぶ学校経営」、「学校

支援ボランティア」、「学校・家庭・地域がともに進める学力づくり」など。

陸前高田市全域 ５, ５００円

地　　域 平　均　額 最　高　額 最　低　額 データ数

８, ０００円 ３, ０００円 ２

農地賃借料情報（実勢の単価）

「みんなで育む子どもたちと地域の絆」講演会開催のお知らせ

教育振興運動・学校支援地域本部事業研究会

１０月　９日（火）　 ９：３０～１１：３０ 広田コミセン
１０月　９日（火）１３：３０～１５：３０

１０月１２日（金）１０：００～１２：００ 二日市仮設団地談話室
１０月１６日（火）　 ９：３０～１１：３０ 矢作小学校仮設団地談話室

１０月１６日（火）１３：３０～１５：３０ 米崎中学校仮設団地談話室
１０月１９日（金）１０：００～１２：００ 高田高校仮設団地集会所

１０月　５日（金）１０：００～１２：００ 米崎小学校仮設団地集会所
開　催　日　時 開　催　場　所

１０月２３日（火）　 ９：３０～１１：３０ オートキャンプ場モビリアセンターハウス

１０月２３日（火）１３：３０～１５：３０ 矢作中学校仮設団地集会所

１０月２６日（金）１０：００～１２：００ 広田コミセン

横田中学校仮設団地談話室

１０月３０日（火）　 ９：３０～１１：３０ 横田中学校仮設団地談話室

１０月３０日（火）１３：３０～１５：３０ 米崎小学校仮設団地集会所



２０１２年（平成２４年）１０月１日号　⑧

　

世
帯
に
貸
与
し
て
い
る
水
道
メ

ー
タ
ー
は
、
検
針
の
精
度
の
維
持

の
た
め
、
八
年
を
期
限
と
し
て
交

換
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
第
二
回
目
の
交
換
の

対
象
は
約
二
百
二
十
世
帯
で
、
十

月
に
実
施
し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
交

換
は
無
償
で
、
市
が
委
託
す
る
水

道
工
事
店
が
行
い
ま
す
。

　

交
換
時
間
は
、
一
件
あ
た
り

三
十
分
か
ら
一
時
間
で
す
。

▽
交
換
期
間　

十
月
十
七
日
（
水
）

～
二
十
三
日
（
火
）
予
定
。

　

詳
し
く
は
、
水
道
事
業
所
業
務

係
（
内
線
４
３
２
）
ま
で
。

　

専
門
の
医
師
が
、
義
肢
・
装
具
・

車
い
す
な
ど
の
補
装
具
の
製
作
・

修
理
・
適
合
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▽
期
日　

十
一
月
二
日
（
金
）

▽
受
付
時
間　

午
前
十
時
三
十
分

～
十
一
時

▽
会
場　

大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

▽
締
め
切
り　

十
月
二
十
三
日

（
火
）

▽
持
参
す
る
も
の　

身
体
障
害
者

手
帳
、
印
鑑
、
補
装
具

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
内

線
２
３
２
）

　

在
宅
の
重
度
障
が
い
者
な
ど
に

対
す
る
日
常
生
活
用
具
の
給
付
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
動

脈
血
中
酸
素
飽
和
度
測
定
器
を
給

付
し
ま
す
。

▽
器
具
の
特
徴　

動
脈
に
含
ま
れ

る
酸
素
の
量
を
採
血
す
る
こ
と
な

く
測
定
で
き
る
機
器
で
す
。

▽
給
付
対
象　

呼
吸
器
機
能
障
害

も
し
く
は
心
臓
機
能
障
害
の
あ
る

者
で
医
療
保
険
に
お
け
る
在
宅
酸

素
療
法
を
行
う
者
、
も
し
く
は
人

工
呼
吸
器
を
装
着
す
る
者
、
ま
た

は
同
程
度
の
身
体
障
が
い
を
持
つ

者
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者

▽
申
請
に
つ
い
て
の
注
意
点

・
申
請
は
必
ず
事
前
に
し
て
く
だ

さ
い
。
購
入
後
の
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
課
税
状
況
に
よ
り
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
障
が

い
福
祉
係
（
内
線
２
３
２
）
ま
で
。

　

特
定
健
康
診
査
等
・
が
ん
検
診

の
日
程
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
場
や
受
付
時
間
は
、

さ
き
に
通
知
し
た
日
程
表
の
と
お

り
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
変
更
点

・
米
崎
町
八
区
乙
～
十
一
区
、
佐

野
・
堂
の
前
地
区
民
有
地
仮
設
住

宅
に
在
住
の
人

【
誤
】
十
月
十
九
日
（
金
）

【
正
】
十
月
十
五
日
（
月
）

・
矢
作
町
十
五
・
十
六
区
、
矢
作

中
学
校
仮
設
住
宅
、
矢
作
町
八
～

十
一
区
に
在
住
の
人

【
誤
】
十
月
十
五
日
（
月
）

【
正
】
十
月
十
九
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課
保
健

係
（
内
線
２
４
０
・
２
４
１
）
ま
で
。

　

市
は
、
高
田
・
今
泉
地
区
の
復

興
整
備
事
業
を
進
め
る
た
め
の
土

地
利
用
計
画
（
案
）
を
作
成
し
ま

し
た
。
今
後
、
地
権
者
を
対
象
に

個
別
の
意
向
調
査
を
行
う
の
に
先

立
っ
て
、
計
画
案
の
概
要
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

・
高
田
地
区　

十
月
十
五
日
（
月
）

午
後
七
時

・
今
泉
地
区　

十
月
十
六
日
（
火
）

午
後
七
時

▽
場
所　

第
一
中
学
校
体
育
館

※
遠
方
の
避
難
者
な
ど
を
対
象
に

次
の
日
程
で
も
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

・
日
時　

十
月
二
十
日
（
土
）
午

後
一
時
三
十
分

・
場
所　

市
役
所
四
号
棟
三
階
第

六
会
議
室

▽
内
容　

土
地
利
用
計
画
（
案
）、

主
要
幹
線
道
路
、
土
地
区
画
整
理

事
業
、
津
波
復
興
拠
点
事
業
に
つ

い
て

▽
そ
の
他

・
説
明
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
地
権
者
の
個
所
意
向
調

査
に
つ
い
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

・
上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
（
内

線
４
６
１
、４
６
２
、４
６
３
）
ま
で
。

　

大
船
渡
税
務
署
は
、
十
月
十
五

日
（
月
）
か
ら
本
庁
舎
で
業
務
を

行
い
ま
す
。

▽
移
転
後
の
住
所　

〒
０
２
２
ー

０
０
０
３　

大
船
渡
市
盛
町
字
下

館
下
７
ー
２
２

　

詳
し
く
は
、大
船
渡
税
務
署
（
☎

２
６
ー
３
４
８
１
）
ま
で
。

　

岩
手
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

が
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

▽
日
時　

十
月
十
六
日
（
火
）
午

よしざわ　あい
ちゃん

やまだ　おうき
ちゃん

よしだ　あやか
ちゃん

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
四
年
八
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

水
道
工
事
店
が
行
い
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
一
斉
交
換

不
具
合
は
あ
り
ま
せ
ん
か

補
装
具
の
巡
回
相
談

重
度
障
が
い
者
な
ど
に
給
付
し
ま
す

動
脈
血
中
酸
素
飽
和
度
測
定
器

検
診
日
程
を
変
更
し
ま
す

特
定
健
康
診
査
お
よ
び
が
ん
検
診

原
案
の
説
明
会
を
行
い
ま
す

高
田
・
今
泉
地
区
土
地
利
用
計
画

大
船
渡
税
務
署
か
ら

本
庁
舎
で
の
業
務
を
再
開

法
の
日
週
間
行
事

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催



⑨

前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

▽
場
所　

県
産
業
会
館
（
サ
ン
ビ

ル
）

　

詳
し
く
は
、岩
手
弁
護
士
会
（
☎

０
１
９
ー
６
５
１
ー
５
０
９
５
）

ま
で
。

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
十
月

十
五
日
（
月
）
か
ら
の
一
週
間
を

行
政
相
談
週
間
に
定
め
て
お
り
、

本
市
で
は
次
の
と
お
り
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

▽
日
時　

十
月
二
十
三
日
（
火
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

▽
場
所　

市
役
所
四
号
棟
三
階
会

議
室

▽
相
談
内
容　

市
政
全
般

　

詳
し
く
は
、
市
民
環
境
課
市
民

係
（
内
線
１
３
２
）
ま
で
。

　

生
出
地
区
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

い
わ
て
銀
河
系
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
の
水
力
で

電
気
を
作
り
、
電
力
自
給
型
の
地
域

社
会
シ
ス
テ
ム
・
新
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
を
狙
う
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

十
月
十
四
日
（
日
）
午

前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

▽
場
所　

生
出
コ
ミ
セ
ン

▽
内
容　

基
調
講
演
（
午
前
十
時

十
五
分
）「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
と
地
域
に
根
差
す
新
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
」
冨
浦
梓
氏
、
講
演

（
午
前
十
一
時
）「
新
流
域
経
済
圏

構
築
と
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」

両
角 

和
夫
氏
、
講
演
（
午
前
十
一

時
三
十
分
）「
生
出
地
区
の
水
車

に
つ
い
て
」 

佐
藤
耕
吉
氏
、
講

演
（
午
後
一
時
）「
小
水
力
発
電

と
そ
の
利
用
」
上
坂
博
亨
氏
、
講

演
（
木
製
水
車
展
示
）（
午
後
一

時
四
十
五
分
）「
木
製
水
車
製
作

の
実
態
」 

伊
藤 

了
一
氏

　

詳
し
く
は
、生
出
コ
ミ
セ
ン
（
☎

５
８
ー
２
８
４
３
）
ま
で
。

　

社
会
人
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
持
参
で
き
る
人
を
対
象
に
ク
ラ

ウ
ド
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
会
場　

一
関
工
業
高
等
専
門
学

校
（
送
迎
バ
ス
有
り
）

▽
日
時　

十
一
月
三
日
（
土
）
午

前
十
時
～
午
後
三
時

▽
参
加
費　

無
料

▽
内
容　

デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写

真
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ

ス
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▽
バ
ス
運
行　

午
前
七
時
四
十
分

市
役
所
発
、
午
前
九
時
五
十
分　

一
関
高
専
着

▽
申
し
込
み　

十
月
三
十
一
日

（
水
）
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
☎
０
１
９
１
ー
２
４
ー

４
８
７
１
、
フ
ァ
ク
ス
０
１
９
１

ー
２
４
ー
２
１
４
６
、
電
子
メ
ー

ルrenkei@
ichinoseki.ac.jp

）

　

東
北
財
務
局
盛
岡
財
務
事
務
所

で
は
、
自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ

な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み

の
人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。相
談
は
秘
密
厳
守
で
無
料
で
す
。

▽
所
在
地　

盛
岡
市
内
丸
７
ー

２
５
盛
岡
合
同
庁
舎
一
号
館
三
階

▽
受
け
付
け　

月
曜
～
金
曜
日
午

前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

▽
相
談
専
用
電
話　

☎
０
１
９
ー

６
２
２
ー
１
６
３
７

　

詳
し
く
は
、
東
北
財
務
局
盛
岡

財
務
事
務
所
理
財
課
（
☎
０
１
９

ー
６
２
５
ー
３
３
５
３
）
ま
で
。

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　…

横田　…

竹駒　菅　野　奨
しょう

　太
た

（滝の里・拓馬・8/16）

気仙　…

髙田　…

米崎　國　分　柚
ゆ

　葵
あ

（和野・一樹・8/25）

　　　金　野　柚
ゆ

　希
の

（道の上・真志・9/4）

　　　脇　坂　祈
れ

　和
お

（脇の沢・聡・9/13）

小友　大和田　夏
か

　帆
ほ

（両替・啓市・8/20）

　　　小　松　柑
かん

　菜
な

（門前・護・8/25）

広田　臼　井　厚
あつ

　葵
き

（久保・全・8/15）

　　　村　上　　　漣
れん

（久保・祐介・8/23）

　　　村　上　那
な

　月
つき

（大久保・真司・8/31）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　佐々木　智　昭（愛宕下・46・8/25）

横田　砂子田　ユ　キ（砂子田・89・9/1）

　　　星　　　　　東（堂の沢・84・9/14）

竹駒　吉　田　昭　七（上細根・85・8/21）

　　　實　吉　フミ子（下壺・76・8/24）

　　　村　上　大　二（細根沢・75・9/5）

気仙　菅　野　美智子（古谷・64・9/5）

髙田　佐　藤　芳　子（下和野・62・8/20）

　　　吉　田　ヨシノ（中川原・74・8/21）

　　　村　上　三　郎（鳴石・85・9/1）

　　　石　川　七　男（大隅・82・9/8）

　　　遠　山　秀　夫（曲松・79・9/13）

米崎　…

小友　及　川　綱　男（財当・80・9/9）

広田　松　田　敏　子（蒲田・86・8/17）

　　　戸　羽　カツヨ（長洞・90・8/22）

　　　佐々木　節　子（泊・41・9/7）

　　　小　松　ミ　エ（天王前・87・9/8）

慶  弔（届出日：８/１６～９/１５）

【
市
戦
没
者
追
悼
式
の
時
間
を

変
更
】
十
月
二
十
八
日
（
日
）

午
前
十
時
か
ら
、
高
田
小
学
校

体
育
館
で
予
定
し
て
い
た
戦
没

者
追
悼
式
は
、
同
日
午
後
二
時

か
ら
の
開
催
に
変
更
し
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
長

寿
社
会
課
）

【
お
わ
び
】
震
災
か
ら
一
年
半

が
経
過
し
た
九
月
十
一
日
（
火
）

の
午
後
二
時
四
十
六
分
に
、
黙

と
う
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
予

定
で
し
た
が
、
操
作
の
手
違
い

で
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
心
よ
り
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。（
防
災
対
策
室
）

行
政
相
談
週
間
に
伴
う

被
災
者
支
援
な
ん
で
も
行
政
相
談
所
開
設

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
＆
水
車
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
関
工
業
高
等
専
門
学
校
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
体
験
教
室
を
開
催

借
金
で
お
悩
み
の
人
へ

多
重
債
務
相
談
窓
口



数字で見る陸前高田市

２０１２年（平成２４年）１０月１日号　⑩

市内の火災救急活動（８月）
（　）は 1 月からの累計

市の人口（８月３１日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（８月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

３件
３５件
５人
０人
０人

１０，０１４人
１０，７８３人
２０，７９７人

７，４８７世帯

０件

０件

８０件

８０人

（２３件）
（２４０件）
（２７人）
（  １人）
（  ２人）

（－２０）
（－１４）
（－３４）

（ ０ ）

（  ３件）

（  ４件）

（５１４件）

（５２７人）
※前年同月との比較（－５４５）
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発
災
直
後
に
テ
レ
ビ
で
見
た
大
津

波
の
映
像
が
衝
撃
的
で
、「
こ
れ
が
本

当
に
日
本
で
起
き
て
い
る
こ
と
な
の

か
」
と
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
、
実
際
に
市
内
を
回

っ
て
み
る
と
、
震
災
か
ら
一
年
半
が
経

ち
、
日
々
少
し
ず
つ
で
す
が
確
実
に
前

へ
進
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

陸
前
高
田
市
の
産
業
振
興
を
支
援
す

る
名
古
屋
市
の
「
陸
前
高
田
産
業
支
援

デ
ス
ク
」
の
活
動
の
一
環
で
、
地
元
中

小
企
業
の
販
路
を
拡
大
す
る
た
め
、
八

月
に
名
古
屋
で
居
酒
屋
が
参
加
し
た

商
談
会
に
、
陸
前
高
田
市
の
三
社
が
出

席
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
十
月
か

ら
名
古
屋
の
居
酒
屋
で
陸
前
高
田
産

の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
参

加
企
業
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

名
古
屋
で
一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
岩

手
や
陸
前
高
田
産
の
品
物
に
触
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
地
元
恵
那
市
よ
り
も
小
さ
な

陸
前
高
田
市
で
全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
こ
と
や
、
発
想
か
ら
行
動
に

移
す
際
の
垣
根
の
低
さ
に
驚
き
ま
し

た
。

　

陸
前
高
田
市
の
皆
さ
ん
の
心
の
温

か
さ
や
奥
ゆ
か
し
さ
、
お
も
て
な
し
の

心
な
ど
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
感
じ
た
魅

力
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
自
然
に

「
ま
た
陸
前
高
田
に
来
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑫

西
　
尾

　
建

　
人 

 

さ
ん

商
工
観
光
課　

主
事

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

西
尾　

建
人
（
に
し
お　

け
ん
と
）

　

岐
阜
県
恵
那
市
出
身
。
大
学
を
卒
業
す
る
前
後
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
り
、
現
地
の

人
々
の
も
て
な
し
を
受
け
、
人
柄
や
風
土
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
る
。
そ
の
後
、
名
古
屋
市
役
所
に
入

庁
し
、
障
が
い
児
入
所
施
設
で
の
指
導
員
を
経
て
、
本
庁
で
障
が
い
福
祉
に
従
事
。
市
役
所
内
の
派
遣

公
募
に
手
を
挙
げ
、
今
年
四
月
に
念
願
が
叶
い
商
工
観
光
課
に
配
属
さ
れ
る
。
現
在
は
、
就
労
支
援
創

出
事
業
な
ど
労
働
福
祉
を
担
当
し
、
若
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。


